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  本論文では一般化幾何学(generalized geometry)という枠組みが解析の中核をなす。一般化幾何学




  前半では、D ブレーンの幾何学的構造を調べ、標的空間上の微分同相写像と B 場のゲージ対称性
の下での不変性を要請することで、D ブレーンの有効作用を求める。本論文で扱う D ブレーンとは開





解析から得られる Dirac-Born-Infeld (DBI)作用と一致する。 








に、破れる前の全ての微分同相写像及び B 場のゲージ対称性の下での不変性を要請することで、D ブ








  後半では、一般化幾何学の枠組みで、非幾何学的背景として知られる T フォールドの T 双対変換
を行うことで、R フラックスという量によって特徴付けられる非幾何学的``空間''を構成する。この R
フラックスはその存在が期待され、フラックスコンパクト化の分野でその存在の仮定は重要な役割を
果たす。更に、D ブレーンの解析でも用いた Dirac 構造(=一般化された葉層構造)から非幾何学的背景
を記述することで、非幾何学的背景に Dirac 構造の“捩れ”としての解釈を与える。このとき、非幾

























 論文の第４章は閉弦の系における計量と B 場の作るフラックス H，および一般化されたフラックスの有効
理論に関する解析の結果である。閉弦の理論ではフラックスのある状態で T 双対変換を行うと一般に非幾何
学的フラックスという一般化されたフラックスが出現する。T 双対変換は閉弦の対称性であるのでこれらも
フラックス H と同等に取り扱う必要があると考えられる。この非幾何学的フラックスを一般化幾何学の対称
性の捩れとしてとらえることで H の場合と統一的に扱えることを示した。結果はある種の仮定を含み限定的
ではあるが，未だよく分かっていない非幾何学的フラックスのダイナミクスに関して新しいアプローチを提
唱している。これも執筆中の共著論文の一部をまとめたものである。 
 いずれの結果もユニークで新しい結果であり今後この方向の研究に役に立つ内容である。また共同研究に
おいても中心的役割をはたしており，これらのことは佐々君が自立して研究活動を行うのに必要な高度の
研究能力と学識を有することを示している。したがって，佐々周平氏提出の博士論文は，博士（理
学）の学位論文として合格と認める。 
